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火の魂ファミリーへ、２０１６年７月の１ヶ月もお疲れ様でした。 

さて梅雨も開け、８月に入っての夏本番！現場は熱いですが、水分補給を確りとして、お客

様に喜んで頂けるよう頑張っていきましょう！ 

 

さて今月の社長からの手紙は、「成長」に関することを書いてみます。 

人の成長なくして、企業の成長はない、企業の成長なくして、私たちの繁栄はありません。 

火の魂カンパニーと共に、働く人が成長できる環境を作っていきたいと考えています。 

そこで人が成長する上で、重要になってくるのが、誰と出会うかです。 

自分にとって優しい人か厳しい人かで、成長は大きく変わってきます。 

 

【優しい人？厳しい人？】 
人生において最も自分を成長させてくれた人はどんな人か? 

優しい人? 厳しい人?  

おそらく殆どの人が厳しい人と答えるだろう。 

しかし、ただ厳しいだけの人では無かっただろう。 

厳しさが自分の成長につながると思わせてくれた人。 

自分の事を思って言ってくれている事がわかる人。 

自分に興味を持ってくれている事がわかる人。 

この人だったらきっと自分を見捨てないだろう。 

そう思える人。 

厳しさは一時的に嫌われるリスクを伴う。 

それでもその人の事を思って厳しく指導し続ける人。 

これが真の優しさでありリーダー（マネージャー・親・上司など）の最も大切な資質。 

技術的な事はその次の話。 

どんなに素晴らしい知識や技術があっても、 

その大切な資質に欠けている人の話は誰も聞かない。 

自分は相手からそのように映っているだろうか? 

いつも自問自答してみる。 

 

過去を振り返ってみて、厳しいけど絶対に見捨てない恩師は皆さんにはいますか？ 

貴方の成長を心から願い、嫌われる覚悟で厳しく接してくれた人はいますか？ 

「真の優しさ」や「愛情」は相手の可能性を信じた厳しさの中にあると私は考えています。 
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